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【要約】 

1990 年代後半のアメリカに、日本人大学生ナオミが正規留学生として渡航をするお話で

す。彼女の家庭は母子家庭であり、金銭的にも厳しかったが、あしながおばさん
' ' ' '

から支援

をして頂きながら留学をしていました。そのため、しっかりとした成績を取ることはもち

ろんの事、月に一回の手紙でのやり取りの中で充実した生活を報告しなければなりません

でした。しかし、手紙に書く華やかな生活と実際の生活に乖離ができてしまいます。そん

なある日、自身が差別行為に意図せずではありますが、加担してしまった出来事が起こり

ます。それまではマイノリティとしての意識があったナオミですが、それから差別につい

て向き合うようになります。 

 

【感想】 

差別や人種について考えさせられるものだった。ごく普通の女子大生が留学生活を送る中

で、価値観や文化の違いに直面する様子が描かれている。同じ日本人であっても、価値観

の違いがあり、単に国籍で分けるのではなく、個人としての価値観の重要性を感じること

ができた。BFC としても、絵本作成や教科書作成において、現地の子どもたちの生活に沿

ったものを提供したいと思う。 


